
明

初

の

科

挙

復

活

と

は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
代
の
国
子
監
に
関
す
る
研
究
の
一
部
と
し
て
、
そ
の

修
学
方
法
で
あ
る
升
堂
法
・
積
分
法
の
衰
退
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。

歴
代
の
中
国
で
は
、
官
と
し
て
適
切
な
人
物
を
採
用
す
る
取
士

制
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
様
々
の
方
策
が
検
討
さ
れ
、
ま
た
実
施
さ
れ

生
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
物
を
養
成
す
る
養
士
の
制
度
は
殆

岨
ん
ど
放
置
さ
れ
、
民
間
に
委
譲
さ
れ
て
い
が
r

宋
代
以
降
に
限
っ
て

活
見
る
と
、
取
土
の
制
度
た
る
科
挙
と
養
士
の
制
度
た
る
学
校
と
で
は
、

匙
し
も
と
よ
り
目
的
を
異
に
し
て
は
い
た
が
、
し
か
し
学
校
に
於
い
て
取

州
士
と
養
士
と
を
結
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た
。
そ
の
典

瑚
型
的
な
例
と
し
て
は
、
宋
代
の
太
学

(
U明
代
の
国
子
監
に
相
当
)

l

に
於
い
て
実
施
さ
れ
た
「
三
舎
の
法
一
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

Q
d
 
ー
そ
の
目
的
は
太
学
を
科
挙
か
ら
独
立
し
た
養
士

l
取
士
機
関
と
す
る

監
生

渡

弘

昌

こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
法
は
明
代
的
国
子
監
に
も
継
承
さ

れ
、
升
堂
法
・
積
分
法
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

養
士
と
取
士
と
が
結
合
し
て
有
効
に
機
能
す
れ
ば
、
よ
り
適
切
な

人
材
を
官
に
登
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
試
み
は
、
少
な
く
と
も
明
代
に
於
い
て
は
失
敗

に
終
わ
り
、
特
に
中
期
以
降
、
国
子
監
は
他
の
学
校
(
府
州
県
学
)

と
同
様
、
科
挙
の
予
備
段
階
と
し
て
の
み
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
何
故
に
因
子
監
は
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
本
来
の
目

的
を
喪
失
し
、
単
な
る
科
挙
の
予
備
段
階
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
明
代
の
国
子
監
(
或
は
府
州
県
学
を

含
め
た
学
校
制
度
)
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
解
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

こ
の
問
題
の
解
明
に
つ
い
て
、
筆
者
は
升
堂
法
・
積
分
法
の
衰
退

の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
手
掛
り
が
得
ら

れ
る
と
考
え
る
。
太
学
を
科
挙
か
ら
独
立
さ
せ
る
目
的
を
持
つ
「
三

そ
し
て
、



。
合
の
法
」
を
、
升
堂
法
・
積
分
法
は
継
承
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
升

。&
堂
法
・
積
分
法
の
衰
退
は
、
因
子
監
そ
れ
自
体
が
科
挙
制
度
の
下
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
従
来
の
因
子
監
に
関
す
る
研
究
で
は
、
諸
制
度
内
内
容
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
吋
か
が
、
右
的
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
は
不
充
分

で
あ
る
。
僅
か
に
五
十
嵐
正
一
氏
が
、
升
堂
法
・
積
分
法
の
衰
退
の

原
因
と
し
て
、
科
挙
の
復
活
と
歴
事
出
身
法
(
諸
街
門
に
て
見
習
い

事
務
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
出
身
を
与
え
る
法
)
の
実
施
と
の
二

つ
を
指
摘
し
て
い
が
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
氏
の
検
討
は
文
教
政
策

の
商
に
主
眼
が
あ
り
、
ま
た
歴
事
出
身
法
の
確
立
時
期
の
比
定
(
氏

は
洪
武
一
六
年
頃
と
す
る
)
も
論
拠
不
充
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

氏
の
検
討
を
、
つ
け
て
、
升
堂
法
・
積
分
法
が
衰
退
し
た
原
因
を
、
科

挙
と
の
関
連
に
限
定
し
、
さ
ら
に
監
生
的
動
向
に
も
目
を
向
け
て
検

討
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
は
洪
武
二
ハ

年
(
一
三
八
三
)
に
制
定
さ
れ
、
同
二
九
年
(
一
三
九
六
)
に
衰
退
を
う

か
が
わ
せ
た
。
ま
た
洪
武
年
間
ご
三
六
八
一
三
九
八
)
に
は
、
因
子

監
は
京
師
(
当
時
は
南
京
)
と
中
都
(
安
徽
省
鳳
陽
府
)
に
置
か
れ
て

い
た
が
、
中
心
は
前
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
が
対
象

と
す
る
の
は
、
洪
武
年
聞
の
後
半
ご
六
年
前
後
か
ら
=
二
年
ま
で
)

に
於
け
る
京
師
の
因
子
監
及
ぴ
監
生
で
丸
山
叫
。

第

節

升
堂
法
・
積
分
法
の
内
容

洪
武
九
年
(
一
三
七
六
)
頃
に
な
り
、
北
辺
の
防
備
(
対
モ
ン
ゴ
ル
)

に
余
裕
が
出
て
仁
川
引
と
、
太
祖
は
外
政
か
ら
内
政
に
目
を
転
じ
た
。
中

書
省
め
廃
止
二
三
年
)
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
君
主
独
裁
体
制

の
確
立
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
《
れ
。
そ
の
太
祖
の
意
図
は
、
学

校
に
対
す
る
政
策
に
も
貰
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
特
に
一
四
年

(
一
三
八
ご
か
ら
一
六
年
(
一
三
八
三
)
に
か
け
て
の
三
年
間
に
は
詔

勅
が
集
中
し
て
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
因
子

《
問
】

監
に
関
す
る
主
な
改
革
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

O
京
師
西
北
の
難
鳩
山
町
南
に
新
築
移
転
二
四
年
四
月
)

O
因
子
学
を
国
子
監
と
改
名
ご
五
年
三
月
)

O
因
子
監
に
学
規
を
頒
布
二
五
年
五
月
)

O
因
子
監
制
を
定
的
、
監
官
の
品
秩
・
員
数
を
改
定
二
五
年
)

O
升
堂
法
・
積
分
法
の
制
定
二
六
年
正
月
)

O
歳
貫
生
貝
制
度
の
確
立
二
六
年
二
月
)

そ
し
て
、
こ
う
し
た
諸
改
革
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
代
か

ら
清
代
に
歪
る
ま
で
続
く
因
子
監
制
の
基
礎
が
確
立
し
た
の
で
あ

司令。

と
こ
ろ
で
、
洪
武
年
間
の
監
生
は
、
入
監
方
法
的
違
い
に
よ
り
、

主
と
し
て
歳
貢
生
(
府
州
県
学
的
生
員
で
入
監
を
許
可
さ
れ
た
者
)
・

挙
人
監
生
(
会
試
不
合
格
者
)
・
官
生
(
七
品
以
上
の
宮
内
子
弟
)
の



三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
彼
ら
は
何
れ
も
升
堂
法
・
積
分
法
と
呼

ば
れ
る
修
学
方
法
に
従
っ
て
習
業
し
、
所
定
の
課
穏
を
終
了
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
出
身
(
任
宮
内
辞
令
書
)
を
与
え
ら
れ
凶
「
こ
の
修
学

1
出
身
方
法
は
、
右
で
示
し
た
よ
う
に
、
洪
武
一
六
年
(
一
三
八
一
一
一
)

【山】

か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
だ
つ
た
。

〔
升
堂
法
〕
府
州
県
学
よ
り
送
監
さ
れ
た
生
員
は
、
翰
林
院
に
よ

る
試
験
に
合
格
す
る
と
入
監
が
許
可
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
入
監
に

際
し
て
学
力
の
検
定
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
優
劣
に
よ
っ
て

在
学
す
る
堂
が
異
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
因
子
監
の
う
ち
で
監

生
が
習
業
す
る
場
所
は
、
率
性
・
修
道
・
誠
心
・
正
義
・
崇
志
・
広

業
の
六
堂
だ
っ
J
U
が
、
こ
れ
ら
の
堂
の
区
別
は
、
監
生
の
等
級
を
も

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
『
南
薙
志
』
巻
九
諜
訓

考
、
事
規
本
末
に
は
、
洪
武
一
六
年
内
定
制
を
の
せ
て
、

渡
凡
生
員
、
通
四
番
未
遁
経
者
、
居
正
義
・
崇
志
・
廃
業
堂
、
一
年
半
之

生
上
、
文
理
燦
暢
者
、
許
升
修
道
・
誠
心
堂
、
坐
堂
一
年
半
之
上
、
経
史

民
衆
泊
、
文
理
倶
優
者
、
升
率
性
堂
。

と活
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
番
に
通
じ
て
い
る
が
経
書
に
通
じ
て
い
な
い

新
者
は
、
正
義
・
崇
志
・
広
業
の
三
堂
に
在
学
(
「
坐
堂
」
)
さ
せ
、
一

叶サ叫
年
半
以
上
で
所
定
の
基
準
に
到
達
す
れ
ば
、
修
道
・
誠
心
の
二
堂
に

附
升
り
、
さ
ら
に
在
学
一
年
半
以
上
で
経
書
と
史
書
に
通
ず
る
と
、
率

性
堂
に
升
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
監
生
は
学
力
の
高
下
に
よ
っ

2

て
三
等
に
分
け
ら
れ
、
学
力
の
向
上
が
認
定
さ
れ
る
と
、
正
義
・
崇

志
・
広
業
の
三
堂
か
ら
修
道
・
誠
心
の
二
堂
へ
そ
の
こ
堂
か
ら
率

性
堂
へ
と
進
級
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
記
載
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
入
監
し
て
か
ら
率
性
堂
に
升
る
ま
で
に
は
最
低
三
年
聞
を
必

要
と
し
た
。
な
お
進
級
の
際
に
は
、
成
績
以
外
に
、
八
割
近
い
出
席

日
数
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
以
上
が
升
堂
法
で
あ
る
。

〔
積
分
法
〕
升
堂
法
に
よ
り
率
性
堂
に
升
っ
た
監
生
に
は
、
「
積

分
」
と
呼
ば
れ
る
学
力
的
検
定
が
行
わ
れ
た
。
同
書
・
同
保
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
生
員
、
升
率
性
堂
、
方
許
税
分
。
梢
分
之
法
、
孟
月
試
本
経
義
一
道
、

仲
月
試
論
一
道
・
詔
諾
表
章
内
科
一
道
、
季
月
試
経
史
策
一
道
・
判
語

二
燦
。
毎
試
文
理
似
優
興
一
分
、
理
優
文
劣
者
半
分
、
文
理
枇
怨
者
無

分
、
歳
内
積
至
八
分
者
、
馬
且
格
拠
出
身
、
不
及
分
者
、
例
坐
堂
帥
業
。

試
法
一
如
科
間
帯
之
制
。
呆
有
材
聞
宇
超
越
異
常
者
、
取
自
上
裁
-

つ
ま
り
、
積
分
と
は
、
毎
月
所
定
内
科
目
|
|
孟
月
(
正
月
・
四
月
・

七
月
・
十
月
)
に
は
本
経
義
一
道
、
仲
月
(
二
月
・
五
月
・
八
月
・
十

一
月
)
に
は
論
一
道
・
詔
諾
表
章
よ
り
一
道
、
季
月
(
三
月
・
六

月
・
九
月
・
十
二
月
)
に
は
経
史
策
一
道
・
判
語
二
傑
ー
ー
ー
の
試
験

を
行
い
、
そ
の
試
験
ご
と
に
文
・
理
と
も
に
優
れ
た
者
に
は
「
一

分
」
(
単
位
)
を
与
え
、
理
は
優
れ
て
い
る
が
文
は
劣
っ
て
い
る
者
に

は
「
半
分
」
を
与
、
ぇ
、
文
-
理
と
も
に
劣
っ
て
い
る
者
に
は
「
分
」

を
与
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
年
間
で
成
績
「
八
分
」
以
上

収
得
し
た
者
に
、
合
格
と
し
て
「
出
身
」
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
以



2
上
が
積
分
法
で
あ
る
。

。ゐ

こ
の
よ
う
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
れ
ば
、
監
生
は
三
等
に
分

け
ら
れ
、
成
績
に
よ
っ
て
上
位
の
堂
に
進
級
す
る
こ
と
が
で
き
、
最

上
位
の
率
性
堂
に
升
っ
た
者
に
は
、
学
力
検
定
の
結
果
に
よ
っ
て
出

身
が
与
え
ら
れ
、
官
に
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

宋
代
の
「
三
舎
の
法
」
は
、
学
生
(
太
学
生
)
を
=
一
等
に
分
け
、

試
験
に
よ
り
上
位
へ
進
級
さ
せ
、
且
つ
成
績
優
秀
者
を
官
に
直
接
任

命
す
る
、
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
宿
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
は
「
三
舎
の
法
」
を
形
式
的
に
は

継
ゑ
し
て
い
た
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
升
堂
法
・
積
分
法
実
施
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
必
ず

し
も
明
白
で
は
な
い
。
し
か
し
、
恐
ら
く
修
学
方
法
が
粗
略
だ
っ
た

点
に
一
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
洪
武
九
年
(
一
三
七
六
)
に
出
さ

れ
た
葉
伯
巨
の
上
奏
文
の
一
節
が
、
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

:
今
使
天
下
郡
邑
生
畏
考
子
地
部
、
升
干
太
間
半
、
使
歴
練
衆
職
、
任
之

以
卒
、
可
以
洗
歴
代
極
選
之
脳
、
而
上
法
成
周
之
制
失
。
然
而
郡
邑
生

貝
升
子
太
梨
、
或
未
紋
月
、
謹
選
入
官
者
、
間
亦
有
之
。
回
恐
此
凱
米

諸
時
政
、
未
熟
朝
廷
税
法
、
不
能
立
場
徳
化
、
上
弔
問
政
、
下
図
裂
民
。

(
『
皐
明
経
世
文
制
』
巻
八
・
業
問
升
奏
疏
、
疏
、
前
言
書
)

こ
の
上
奏
か
ら
、
少
な
く
と
も
九
年
頃
に
は
、
僅
か
数
ヵ
月
の
習
業

で
任
官
さ
れ
る
監
生
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
、
こ
の
よ

う
に
習
業
期
間
が
短
か
っ
た
の
は
、
官
僚
と
な
る
人
材
が
不
足
し
て

い
た
た
め
と
も
推
定
で
き
る
が
、
し
か
し
、
少
な
く
と
も
短
期
間
の

習
業
で
は
優
れ
た
官
僚
を
養
成
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
は

う
か
が
わ
れ
る
。
二
ハ
年
よ
り
升
堂
法
・
積
分
法
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
監
生
内
習
業
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
升
堂

法
・
積
分
法
は
、
短
期
間
で
衰
退
し
た
。
『
太
租
貫
録
』
巻
二
四
五
洪

武
二
十
九
年
四
月
甲
寅
の
傑
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

削
吉
岡
子
監
事
皐
正
呉
啓
言
、
間
子
師
生
、
例
以
文
明
催
劣
、
分
泌
六
堂
。

組
来
、
皆
無
弧
別
.
高
下
不
分
、
無
以
徴
的
、
立
与
部
如
例
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
監
生
が
成
績
に
よ
っ
て
等
級
づ
け
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
洪
武
二
ハ
年
内
制
定
か
ら
僅
か

一
三
年
後
の
同
二
九
年
(
一
三
九
六
)
に
、
早
く
も
升
堂
法
・
積
分
法

が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
因

子
監
に
お
け
る
教
育
的
乱
れ
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
同
書
巻
二
五
四
洪

武
三
十
年
七
月
己
巳
の
燦
に
載
せ
る
太
祖
の
言
に
は
、

上
柑
鵡
部
臣
円
、
太
皐
育
」
之
地
、
(
中
時
)
近
者
附
泊
不
立
、
畑
中
規
阪

地
、
邦
生
情
輩
.
五
有
不
通
文
酬
明
、
不
納
4
g
h
H
川
町
、
不
日
引
州
吏
事
、
持
者
抗

拒
師
長
、
議
越
雌
法
、
廿
開
非
宵
材
謎
叫
H

之
迫
也
。

と
あ
る
。
「
三
舎
の
法
」
が
、
北
宋
か
ら
南
宋
の
時
代
に
移
っ
て
も
、
ま
た

新
法
と
旧
法
と
の
党
争
で
一
時
断
絶
し
な
が
ら
も
、
実
施
さ
れ
続
け



た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
こ
の
明
代
の
升
堂
法
・
積
分
法
は
、
極
め
て

短
期
間
で
衰
退
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
原
図
的
一
つ

A

初
》

は
、
五
十
嵐
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
洪
武
一
七
年
ご
三
八
四
)
に

復
活
し
た
科
挙
に
あ
る
。
で
は
、
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
る
出
身
と

科
挙
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ

の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
民
生
町
動
向
(
積
分
と
科
挙
の
ど
ち
ら

の
出
身
方
法
を
選
択
し
た
か
)
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

第

節

科
挙
と
升
堂
法
・
積
分
法

付
科
挙
復
活
の
詔

周
知
の
よ
う
に
、
明
初
の
科
挙
は
官
僚
不
足
を
補
充
す
る
目
的
で

洪
武
三
・
四
・
五
年
r

一
三
七
O
l
一
三
七
二
)
と
三
年
連
続
で
実
施
さ

削
れ
た
け
れ
ど
も
、
六
年
ご
三
七
三
)
に
突
然
中
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

生
一
五
年
二
三
八
二
)
に
詔
で
復
活
が
予
告
さ
れ
、
一
七
年
(
一
三
八
四
)

刊
か
ら
三
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

日
そ
の
一
五
年
八
月
丁
丑
朔
の
科
挙
復
活
を
告
げ
る
詔
に
は
、

挙
初
雌
部
設
科
山
市
取
士
‘
令
天
下
品
γ
校
、
則
三
年
試
之
、
音
問
定
制
。

イ
巾

1川
(
『
太
一
叫
山
口
鍬
』
巻
一
間
七
)

州
と
あ
る
。
一
四
年
ず
り
一
六
年
に
か
け
て
国
子
監
に
関
す
る
務
改
革

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
れ
ら
と
相
前
後
し
て
科
挙

の
復
活
が
予
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
年
次
か
ら
見
る
と
、

23 

少
な
く
と
も
升
堂
法
・
積
分
法
的
制
定
(
一
六
年
正
月
)
と
歳
貫
生

員
制
度
の
確
立
二
六
年
二
月
)
と
は
、
科
挙
の
復
活
を
前
提
に
し

て
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た

と
え
科
挙
復
活
を
前
提
に
し
て
升
堂
法
・
積
分
法
が
実
施
さ
れ
た
と

し
て
も
、
因
子
監
が
科
挙
よ
り
も
軽
視
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
取

士
(
官
へ
の
採
用
)
に
於
い
て
、
同
等
に
考
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た

科
挙
復
活
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
右
の
『
太
租
資
銀
』
の

記
載
か
ら
は
充
分
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
『
南

液
志
』
『
庄
内
暦
舎
典
』
等
の
史
料
で
も
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
従
っ

て
、
そ
の
理
由
も
推
定
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
五
十
嵐
氏

は
、
薦
挙
・
監
生
に
よ
る
任
用
の
欠
陥
、
及
び
特
別
の
少
数
精
鋭
者

を
厳
選
し
た
い
と
い
う
太
祖
的
意
図

l
l円
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
氏
に
よ
れ
ば
、
民
生
任
用
的
欠
陥
と
は
、
パ
門
監
生
町
資
質
の

低
さ
、

ω監
内
に
お
け
る
規
律
の
不
徹
底
、
出
修
学
方
法
的
不
備
、

町
三
点
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
監
生
任
用
上
の
欠

陥
を
理
由
に
科
挙
が
復
活
し
た
と
し
て
も
、
官
の
採
用
に
於
い
て
、

因
子
院
が
科
挙
よ
り
も
軽
視
さ
れ
た
と
は
即
断
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
科
挙
復
活
向
詔
が
出
さ
れ
た
時
期
や
復
活
の
理
由

を
推
定
す
る
限
り
で
は
、
取
士
に
於
い
て
科
挙
を
国
子
監
よ
り
も
優

遇
し
よ
う
と
す
る
(
換
言
す
れ
ば
、
因
子
監
を
科
挙
制
度
の
下
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
)
太
祖
的
意
図
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
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な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
制
定
後
僅
か
一
一
ニ
年
ほ
ど
で
升
堂
法
・

積
分
法
に
よ
る
出
身
の
途
が
{
衰
退
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
監
生
に

は
、
こ
の
升
堂
法
積
分
法
以
外
に
科
挙
に
よ
る
出
身
法
が
あ
っ
た

か
ら
、
後
者
の
方
法
を
監
生
が
選
択
し
た
故
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
と

す
れ
ば
、
や
は
り
升
堂
法
・
積
分
法
に
は
、
出
身
町
途
と
し
て
科
挙

よ
り
も
不
利
な
点
が
あ
っ
た
と
考
、
え
ら
れ
る
。
次
に
は
こ
の
点
に
つ

い
て
述
べ
る
が
、
そ
の
際
宋
代
の
「
三
舎
の
法
」
と
科
挙
と
の
関
係

を
参
考
と
し
、
科
挙
受
験
の
資
格
と
升
堂
法
・
積
分
法
の
課
程
終
了

実ト

と
の
関
係
、
任
官
の
快
、
会
試
下
第
挙
人
(
会
試
不
合
格
者
)
の
入

段
、
の
三
点
を
取
り
上
げ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
三
舎
の
法
」
は
太
学
を

科
挙
か
ら
独
立
し
た
養
士

1
取
士
機
関
に
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た

が
、
そ
う
し
た
明
確
な
目
的
が
升
堂
法
・
積
分
法
的
実
施
に
も
あ
っ

た
か
否
か
を
、
右
の
三
点
か
ら
推
定
し
、
同
法
衰
退
の
原
因
解
明
の

一
助
と
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

ロ
科
挙
受
験
資
格
と
升
堂
法
・
積
分
法

き
て
、
宋
代
の
科
挙
制
度
は
、
解
試
省
試

l
殿
試
と
い
う
三
段

階
に
な
っ
て
い
た
が
、
成
績
優
秀
な
太
学
生
は
、
こ
の
う
ち
の
解
試

或
は
省
試
を
免
除
さ
れ
た
。
明
代
の
科
挙
制
度
も
三
段
階
(
郷
試

会
試

i
殿
試
)
で
あ
っ
た
が
、
監
生
町
受
験
免
除
の
規
定
は
ど
う
だ
つ

た
で
あ
ろ
、
フ
か
。

結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
監
生
の
科
挙
受
験
に
際
し
、
例
え
ば
郷

試
を
免
除
す
る
と
い
う
規
定
は
、
『
太
租
資
銀
』
『
南
残
志
』
『
高
暦

品
目
典
』
の
何
れ
か
ら
も
見
出
せ
な
い
。
免
除
す
る
ど
こ
ろ
か
、
洪
武

初
頭
(
三

i
五
年
)
的
科
挙
実
施
の
詔
に
は
、

以
武
三
年
五
月
己
友
、
詔
設
科
取
士
、
自
是
園
子
生
、
得
就
京
附
郷
試
。

(
『
南
古
剛
志
』
巻
一
、
事
紀
二

と
あ
り
、

監
生
は
京
師
(
当
時
は
南
京
)
で
実
施
さ
れ
る
郷
試
を
受

け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
復
活
の
詔
が
出
さ
れ
た
後
、
洪
武

一
七
年
三
月
に
頒
布
さ
れ
た
科
挙
成
式
(
科
挙
条
例
)
に
は
、
科
挙

の
受
験
資
格
を
持
つ
者
と
し
て
、

其
悲
人
、
則
園
子
問
中
生
及
府
州
腕
畑
中
生
員
之
品
平
成
者
、
儒
士
之
米
仕

者
、
官
之
未
入
流
者
、
皆
由
有
司
巾
血
相
性
資
敦
原
、
文
行
可
偶
者
、
臨

之
。
(
『
太
秘
資
鈷
』
巻
一
六

0
・
以
武
十
七
年
三
月
戊
成
朔
円
保
、
傍

点
は
引
用
者
)

監
生
も
生
貝
(
学
成
れ
る
者
と
い
う
限
定
は
あ
吋
)
と
並

記
さ
れ
て
い
る
。
生
貝
は
、
当
然
郷
試
か
ら
受
験
し
た
の
だ
か
ら
、

こ
の
科
挙
成
式
に
よ
れ
ば
、
監
生
も
同
様
に
郷
試
か
ら
受
験
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
『
南
薙
志
』
巻
一
五
儲
養
考
、
儲
養
生
徒
之
定

引
叩
川
・
』

d
i

降、

ー

;
l

と
あ
り
、

-
:
其
由
貫
入
肢
者
、
得
就
試
京
附
。
洪
武
甲
子
、
初
科
褒
然
問
答
自
、
且

中
式
者
泊
半
、
高
皐
帝
喜
甚
、
而
誠
祭
刑
宋
納
、
以
偶
数
将
之
功
。
九

月
十
三
日
、
税
部
尚
書
任
昂
等
、
於
翠
並
殿
、
欽
奉
聖
旨
、
校
京
郷
試
、

多
有
取
中
的
因
子
監
生
、
協
他
肯
県
、
所
以
取
中
。
:



と
あ
る
。
「
洪
武
甲
子
」
は
洪
武
一
七
年
で
、
こ
の
年
に
京
師
で
実
施

さ
れ
た
郷
試
に
数
多
く
の
監
生
が
合
格
し
て
、
太
祖
は
、
そ
れ
を
国

子
監
に
於
け
る
習
業
の
成
果
だ
と
喜
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
洪
武
一
七

年
の
郷
試
を
監
生
が
受
験
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

内お』

ま
た
、
方
孝
嬬
『
遜
志
粛
集
』
巻
十
二
序
、
「
耐
晴
天
府
郷
試
小
録
序
」
に
、

洪
武
二
十
有
六
年
、
賞
試
之
期
、
京
府
筑
試
太
問
中
及
畿
旬
十
四
郡
三

州
之
士
、
:

と
あ
り
、

ま
た
同
書
同
巻
序
「
京
間
小
録
後
序
」
に
、

:
毎
三
歳
天
下
大
比
、
洪
武
丙
子
、
京
府
富
試
、
太
型
肝
畿
旬
郡
邑
士

至
者
千
絵
入
、

と
あ
る
。
洪
武
二
六
年
と
「
丙
子
」
的
年

(
lニ
九
年
)
は
、
何
れ

も
郷
試
が
実
施
さ
れ
た
年
で
、
監
生
が
直
線
の
生
員
等
と
と
も
に
郷

試
を
受
験
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

船
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
初
・
洪
武
年
間
に
於
い
て

=
は
、
監
生
も
生
員
等
と
同
様
に
郷
試
か
ら
受
験
し
た
も
の
と
言
え
る
o

u
L
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ば
ま
た
、
五
十
嵐
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
の
課
程

活
を
終
了
し
た
監
生
に
は
、
科
挙
受
験
に
何
ら
の
特
典
も
与
え
ら
れ
な

判
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
升
堂
法
或
は
積
分
法
の
所
定
の
課
程
を
終
了
し

ヰ川
た
監
生
で
さ
え
も
、
会
試
は
も
と
よ
り
郷
試
す
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と

附
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
宋
代
の
「
三
合
の
法
」

5
 
2

な
太
学
生
の
科
挙
受
験
を
免
除
す
る
特
典
が
、

の
よ
う
に
成
績
優
秀

明
代
の
監
生
に
は
与

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
点
か
ら
、
升

堂
法
・
積
分
法
は
、
コ
ニ
含
の
法
」
を
形
式
的
に
は
継
承
し
て
い

な
が
ら
も
、
国
子
監
を
科
挙
か
ら
独
立
し
た
養
士

l
取
土
機
関
と

す
る
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
監
生
は
、
た
と
え
八
割
近
く
出
席
し
て
長
期
聞
の
習

業
を
終
了
し
て
も
、
生
員
等
と
同
様
に
郷
試
か
ら
受
験
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
も
し
取
士
に
於
い
て
進
士
と
監
生
と
が

同
等
の
待
遇
を
受
け
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
監
生
は
、
当
然
厳
し
い
長

期
在
学
な
ど
必
要
な
い
科
挙
に
よ
る
出
身
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ

ポ
ス
ト

る
。
し
か
し
、
仮
に
厳
し
い
在
学
内
結
果
、
特
定
の
高
位
向
快
に
就

く
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
科
挙
に
よ
る
出
身
を
選
択

す
る
監
生
は
少
数
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
監
生
の
動
向

実ト

を
考
え
る
上
で
、
任
命
さ
れ
る
紋
に
つ
い
て
も
触
れ
る
必
要
が
あ

，。。
問」

にで国
は就

{ 

進 同
士任の
n、命扶

込52
合五心
に依fて
J立に
つ
_;;;ぃ
信て

喜号
岳よ
る
巻
五
吏
部
四
選
官

凡
進
士
選
除
、
洪
武
間
定
、
第
一
一
叩
第
一
名
、
除
翰
林
院
修
撰
、
第
二
名

・
第
三
名
、
除
編
修
。

と
あ
る
よ
う
に
、
洪
武
年
間
に
、
第
一
甲
で
令
格
し
た
者
に
は
翰
林



ポ
実
L
F

6

院
修
撰
(
従
六
品
)
或
は
編
修
(
正
七
品
)
の
快
を
与
え
る
こ
と
が

q
L
 

定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対

L
、
監
生
の
場
合
に
は
、
具
恰
氏
が
論
文

《

幻

》

ポ

ス

ト

「
明
初
的
問
宇
校
」
の
中
で
述
べ
る
よ
う
に
、
種
々
の
故
に
任
用
さ
れ

AmM 
た
だ
け
で
な
く
、
水
害
の
視
察
・
賞
冊
の
清
査
等
に
も
派
遣
さ
れ
た
。

A

油
開
批
払
》

そ
の
上
、
任
用
の
人
数
も
年
に
よ
り
差
異
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
監
生
町
任
用
は
不
安
定
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

宋
代
で
は
、
成
績
優
秀
な
太
学
生
を
科
挙
の
殿
試
第
一
と
同
じ
待

遇
で
任
官
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
明
代
に
は
こ
の
よ
う

な
規
定
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
升
堂
法
・
積
分

法
は
国
子
監
を
科
挙
か
ら
独
立
し
た
養
士

l
取
士
機
関
に
す
る
明
確

な
目
的
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

右
の
こ
と
に
加
え
、
監
生
の
任
用
に
関
し
て
、

儲
養
考
、
儲
養
生
徒
之
定
制
に
、

『
南
羅
志
』
巻
一
五

洪
武
甲
子

(
1
一
七
年
}
初
科
袈
然
、
悲
首
、
且
中
式
者
過
半
、
高
皇
帝

喜
甚
、
面
識
祭
禰
宋
前
、
以
潟
教
導
之
功
。
自
是
、
利
容
之
士
始

重
失
g

是
年

(
l洪
武
一
七
年
)
、
在
監
升
至
率
性
堂
者
、
召
試
文
制

問
、
楊
文
忠
暦
首
、
惟
除
燃
丞
。
乙
丑

(
l洪
武
一
八
年
)
以
後
、
合

試
廷
針
、
多
損
大
魁
。

と文用と
い忠五きあ
うで》れる
のさる
でえよ要
あもうす
る 、lこる
。県なに

丞り
(、科

正そ挙
八の復
品た活
)めに

の「よ
供f積っ
し分て
か」進
与で士
え首が
ら席監
れで生
なあよ
かっり
ったも

た楊重

以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
り
厳

ポ
ス
ト

し
い
習
業
を
終
了
し
て
も
、
監
生
に
は
特
定
の
快
に
就
く
こ
と
な
ど

保
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
上
に
、
科
挙
復
活
後
の
任
官
に
は
進
士
が

重
ん
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
監
生
は
、
長
期
聞
の
在
学

dmヌト

が
不
要
で
、
上
位
合
格
者
(
第
一
甲
)
に
は
特
定
の
紋
へ
の
任
用
が

保
証
さ
れ
て
い
る
科
挙
に
よ
る
出
身
を
選
択
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

同
会
試
下
第
挙
人
の
入
監

次
に
、
会
試
下
第
挙
人
の

λ
監
に
つ
い
て
述
べ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
宋
代
的
科
挙
制
度
は
三
段
階
に
な
っ
て
い
た

が
、
も
し
途
中
の
省
試
(
第
二
段
階
)
で
不
合
格
に
な
る
と
、
再
ぴ

第
一
段
階
の
解
試
か
ら
受
験
し
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

明
代
で
は
、
郷
試
(
第
一
段
階
)
に
合
格
し
て
挙
人
の
資
格
を
取
得

す
れ
ば
、
会
試
(
第
二
段
階
)
に
不
合
格
で
も
そ
の
資
格
は
消
滅

《
初
】

し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
試
不
合
格
者
は
会
試
下
第
挙
人
と

呼
ば
れ
、
三
年
後
に
会
試
か
ら
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

略。。
こ
の
会
試
下
第
挙
人
に
は
、
国
子
監
に
入
学
す
る
こ
と
が
命
ぜ

ら
れ
た
。
『
南
海
志
』
巻
一
事
紀
一
洪
武
十
八
年
三
月
壬
成
朔
の
傑

令
合
試
下
第
場
人
、
退
院
卒
業
。

と
あ
る
の
が
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

「
卒
業
」
と
は
、
升
堂
法
・
積



分
法
に
よ
り
習
業
し
、
出
身
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
ろ

《
切
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
科
挙
の
復
活
に
よ
っ
て
、
因
子
監
が

会
試
不
合
格
者
を
収
容
す
る
場
所
に
も
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

'hv

。会
試
下
第
挙
人
に
入
監
を
命
ヒ
た
太
祖
の
意
図
は
、
明
白
に
し
得

な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
入
監
・
習
業
を
徹
底
し
た
と
す
れ
ば
、
因

子
監
は
会
試
下
第
挙
人
を
養
成
し
て
出
身
を
与
え
る
機
関
と
も
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
科
挙
を
補
完
す
る
取
士
と
し
て
の

役
割
を
、
国
子
監
は
果
た
し
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
会
試
下
第
挙
人
の
入
監
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
市
内
暦
舎

典
』
巻
七
七
貢
間
帯
、
科
奉
「
舎
試
」
の
凡
慮
試
の
僚
に
は
、

洪
武
十
八
年
、
令
舎
試
下
第
悲
人
、
願
因
調
書
、
以
侠
後
患
者
、
贈
。

と
あ
る
。
会
試
下
第
挙
人
に
は
、
次
聞
の
会
試
を
受
験
し
て
、
合
格
・

船
就
宮
す
る
途
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
回
籍
(
本
籍
地
に
帰
る
こ
と
)

生
し
て
次
回
の
会
試
(
「
後
患
」
)
に
備
え
て
学
習
す
る
こ
と
を
願
う
者

院
に
は
、
そ
れ
が
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
後
述

干
す
ぷ
玄
偽
の
よ
う
に
、
入
監
せ
ず
に
国
籍
し
、
科
挙
に
よ
る
出
身
を

祈
願
う
会
試
下
第
挙
人
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

州
因
子
監
は
、
こ
の
よ
う
に
会
試
下
第
挙
人
を
収
容
す
る
場
所
で
も

附
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
、
そ
の
収
容
を
徹
底
せ
ず
に

国
籍
も
許
可
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
る
習
業

句，ι2

を
等
閑
に
付
し
て
も
よ
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
も

升
堂
法
・
積
分
法
が
、
国
子
監
を
科
挙
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
す
る

目
的
で
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
升
堂
法
・
積
分
法
と
科
挙
と
の
関
係
を
述
べ
て
き
た
が
、

そ
の
結
果
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
①
升
堂
法
・
積
分
法

の
課
程
終
了
は
科
挙
受
験
に
何
ら
の
特
典
を
与
、
え
ず
(
免
除
規
定
が

支ト

な
い
て
②
監
生
任
用
の
快
に
は
固
定
性
が
な
く
、
不
安
定
で
あ
り
、

ま
た
③
会
試
下
第
挙
人
の
入
監
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
三
点
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
科
挙
に
よ
る
出
身
の
ほ

う
が
、
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
る
出
身
の
途
よ
り
も
優
遇
さ
れ
て
い

た
。
従
っ
て
、
升
堂
法
・
積
分
法
は
、
国
子
監
を
科
挙
制
度
か
ら
独

立
さ
せ
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
故
に
、
監
生
は
よ
り
優
遇
さ
れ
た
科
挙
に
よ
る
出
身
を
選
択
し

た
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
升
堂
法
・
積
分
法
が
衰
退
し
た
一
因
が
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
、
フ
か
。

で
は
、
監
生
の
科
挙
選
択
は
、
ど
の
よ
う
な
動
き
に
見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
科
挙
合
格
者
中
の
割
合

及
ぴ
国
籍
の
問
題
か
ら
述
べ
る
。

第
三
節

科
挙
復
活
後
の
監
生
の
動
向

ま
ず
、
科
挙
合
格
者
(
進
士
)
中
に
占
め
る
監
生
で
の
受
験
者
向

割
合
を
見
て
み
よ
う
。
科
挙
復
活
後
の
洪
武
年
間
に
於
い
て
は
、
そ

の
正
確
な
割
合
は
わ
か
ら
な
い
が
、
し
か
し
屡
々
引
用
さ
れ
る
『
明



お
史
』
巻
一
三
七
宋
柄
停
に
は
、

〔
洪
武
〕
十
八
年
、

者
三
之
二
。
.

と
あ
り
、

ち、

復
関
進
士
科
、

取
士
四
百
七
十
有
奇
、

由
太
朗
申

復
活
後
第
一
固
め
の
科
挙
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
進
士
の
う

約
三
分
の
こ
が
監
生
で
の
受
験
者
だ
っ
た
と
い
う
。
同
年
に
誕

《ね】

生
し
た
進
士
は
、
正
確
に
は
四
七
二
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
約
三

0
0

名
が
民
生
で
の
合
格
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
『
南
薙

志
』
巻
一
五
儲
養
考
「
儲
養
生
徒
之
名
数
」
に
よ
れ
ば
、
郷
試
が
実

施
さ
れ
た
こ
の
前
年
(
洪
武
一
七
年
)
の
監
生
数
が
九
八

O
名
だ
っ

た
と
あ

Mvか
ら
、
会
監
生
の
実
に
三
分
の
一
ほ
ど
が
進
士
に
な
っ
た

こ
と
に
な
る
。

洪
武
二
一
年
(
復
活
後
第
二
図
的
)
以
降
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
徴

す
べ
き
史
料
が
な
い
の
だ
が
、
同
様
に
監
生
で
の
受
験
者
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
会
元
(
会
試
の
首
席
)
や
状
元
(
殿
試
の
首
席
)
を
占
め

て
い
た
の
も
、
監
生
だ
っ
た
。
『
南
漉
志
』
巻
一
五
億
養
考
「
儲
養
生

徒
之
定
制
」
に
は
、
洪
武
年
聞
の
会
元
・
状
元
町
人
物
名
を
載
せ

て、
乙
丑

(
1洪
武
一
八
年
)
減
淀
合
元
、
丁
頼
版
元
、
戊
辰

(
l同一一一

年
)
施
頴
舎
元
、
任
亨
泰
欣
一
布
、
辛
未

(
1同
二
四
年
)
許
税
舎
元
・

欣
元
、
皆
貫
入
監
取
中
者
。

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鹿
生
は
科
挙
に
数
多
く
合
格
し
た
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
会
元
・
状
元
を
も
占
め
た
。
い
ま
、
不
合
格
だ
っ
た
監
生
の

こ
と
を
も
考
え
る
と
、
郷
試
受
験
の
監
生
内
総
数
は
さ
ら
に
多
く
な

る
。
こ
の
事
実
は
、
監
生
が
科
挙
に
よ
る
出
身
の
途
を
選
ん
だ
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

監
生
が
科
挙
に
よ
る
出
身
の
途
を
選
ん
だ
こ
と
を
示
す
一
例
と
し

て
、
次
に
回
籍
の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
。

監
生
は
、
本
来
生
活
の
す
べ
て
を
因
子
監
に
於
い
て
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
し
か
し
省
親
等
の
給
A

闘
の
場
合
に
は
、
暫
時
四
籍

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
国
籍
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
『
太

租
貫
録
』
『
南
薙
志
』
『
古
内
暦
舎
典
』
の
何
れ
で
も
、
洪
武
一
六
年
所

定
の
も
の
が
初
見
で
札
制
。
い
ま
『
南
薙
志
』
に
よ
れ
ば
、
巻
一
事

紀
一
洪
武
十
六
年
の
僚
に
、

是
年
、
仰
令
民
生
入
院
三
年
、
有
父
母
者
、
問
地
遠
近
、
定
限
締
省
、

其
欲
契
家
及
成
婚
者
、
亦
如
之
、
倶
不
許
泊
限
。
父
母
喪
、
照
例
丁

憂
。
伯
叔
兄
長
喪
而
無
子
者
、
亦
許
立
限
奔
喪
。

と
あ
る
。
入
院
後
三
年
を
経
過
し
た
監
生
に
は
、
省
親
・
丁
一
企
な
ど

の
場
合
、
期
限
付
き
で
回
籍
が
許
可
さ
れ
た
。
次
い
で
、
同
書
巻
一
事

紀
一
洪
武
十
八
年
十
月
の
僚
に
、

品
、
十
月
令
、
院
生
有
父
母
年
老
、
無
次
丁
者
、
許
選
原
籍
侍
義
、
其
妻

死
子
幼
者
、
許
送
還
郷
、
給
血
ハ
脚
力
、
立
限
遺
品
川
。
議
者
、
問
之
。



と 同復生歳と
あー方是書監にをあー
りがt宅巻しも越り話

一- t，、.
種事ぷ期五盃
聾紀場限場芝

草長合付合主
品にきを 4
.w.;: ~はでさえ
生工処国 l 11 
畢ム罰籍た後

姻'"きがよ出
:どれ許うの
搬 L4る可で史
取!守こさあ料
』とれるおか
にた-ら

もぷでわ
な工、か

つて次る
たそ丁よ
。ののう
さ期いに
ら限な
に内い七
に監 O

照
省
親
例
、

入
監
三
年
者
、

畢
姻
・
搬
取
に
よ
る
場
合
の
回
籍
も
許
可
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
監
生
に
は
省
親
・
畢
姻
・
搬
取
・
了
憂
な
ど
の
場

合
に
瞥
時
国
籍
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
期
限
は
、
洪

【
州
制

V

武
三

O
年
(
一
=
一
九
七
)
の
定
制
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
往

復
の
期
限
は
、
直
隷
が
四
ヶ
月
、
河
南
・
山
東
・
江
西
・
斯
江
・
湖

広
が
六
ヶ
月
、
北
平
・
両
広
・
福
建
・
四
川
・
山
西
・
陳
西
が
八
ヶ

船
月
で
、
家
に
滞
在
す
る
期
限
は
、
省
親
が
三
ヶ
月
、
畢
姻
が
二
ヶ
月
、

生
送
幼
子
が
一
ヶ
月
、
丁
憂
が
二
十
七
ヶ
月
で
あ
っ
た
。

措
給
暇
に
よ
っ
て
回
籍
す
る
場
舎
の
期
限
が
定
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ

活
に
対
す
る
監
生
の
動
き
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

新
洪
武
一
八
年
内
規
定
で
、
父
母
が
年
老
で
か
つ
次
丁
の
い
な
い
監

州
生
に
、
暫
時
国
籍
を
許
可
し
た
が
、
『
南
薙
志
』
巻
一
事
紀
一
に
よ
れ

馴
ば
、
}
西
年
頃
に
そ
れ
を
理
由
に
国
籍
を
乞
う
記
載
が
目
立
つ
。
例

え
ば
、
洪
武
二
十
三
年
十
二
月
戊
子
の
燥
に
は
、

Q
d
 z
監
生
程
遁
言
、
其
祖
父
以
罪
摘
居
隙
西
、
年
除
七
十
、

無
他
子
孫
。
乞

放
越
郷
里
、
伴
得
就
養
。
上
側
其
志
、
従
ウ
~
ー

と
あ
り
、
監
生
程
通
が
、
自
分
以
外
に
子
孫
が
い
な
い
年
老
の
祖
父

を
侍
養
す
る
こ
と
を
理
由
に
回
籍
を
乞
い
、
許
可
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
よ
る
と
、
こ
の
程
通
以
外
に
、
洪
武
二
三
年
一
二
月
か
ら

二
四
年
八
月
に
か
け
て
の
約
九
ヶ
月
の
聞
に
、
の
べ
一
五
人
的
監
生

(
そ
の
う
ち
で
挙
人
監
生
と
明
記
さ
れ
る
の
は
三
人
)
が
、
そ
れ
ぞ

れ
年
老
の
祖
父
等
の
侍
養
を
理
由
に
国
籍
を
乞
う
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
が
、
そ
う
し
た
理
由
で
国
籍
を
乞
う
監
生
町
中
に
は
、
虚

偽
の
申
告
を
す
る
者
も
い
た
。
の
べ
一
六
人
の
う
ち
の
程
可
久
的
場

合
に
は
、

監
生
能
可
久
住
遇
政
司
、
陳
血
悶
侍
親
、
地
部
以
其
父
母
倶
年
未
七
十
、

巳
之
校
民
、
牧
管
昨
業
。
(
『
南
抑
志
』
巻
一
一
帯
紀
一
、
洪
武
二
十
四
年

丙
成
朔
の
燦
)

と
あ
る
よ
う
に
、
父
母
と
も
に
年
齢
が
七

O
歳
を
越
、
え
て
い
な
い

の
に
侍
養
を
乞
う
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
の
例
を
示
せ
ば
、

奨
栄
町
場
合
も
、

鵡
部
言
、
民
生
誕
柴
、
父
母
年
未
七
十
、
帆
告
終
養
、
宜
勿
許
権
。
白

A

午
、
違
者
治
罪
。
(
同
書
・
洪
武
二
十
四
年
八
月
庚
午
の
係
、
傍
点
は

引
用
者
)

と
あ
る
。

ま
た
、

楊
恕
等
五
人
の
場
合
に
は
、

監
生
楊
恕
等
五
人
啓
言
、
父
母
年
老
及
残
疾
、
戸
無
次
丁
、
願
回
籍
侍

養
。
皇
太
子
令
櫨
部
、
掲
籍
以
問
。
於
是
、
鵡
部
試
郎
中
顔
允
昭
同
戸
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科
給
事
中
虚
子
安
掲
照
、
有
年
甲
名
字
不
問
者
。
皇
太
子
命
張
顧
及
恕
、

侍
議
終
身
、
館
令
勘
報
。

と
あ
り
、
回
績
を
乞
う
た
五
人
的
監
生
の
中
に
は
、
上
奏
の
う
ち

の
年
齢
・
姓
名
が
一
致
し
な
い
者
が
お
り
、
そ
の
た
め
回
籍
を
許

可
さ
れ
た
の
は
張
禎
と
楊
怨
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
再

調
査
を
命
じ
た
三
人
は
、
恐
ら
く
父
母
の
年
齢
を
詐
る
等
の
こ
と
を

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
書
・
洪
武
二
十
四
年
七
月
己
酉
の
傑

暗
部
言
、
監
生
啓
構
終
護
四
人
、
署
主
事
越
子
芳
及
戸
科
給
率
中
畢
進

掲
籍
、
惟
李
和
・
銀
玄
相
問
、
宜
如
所
請
、
其
鈴
仰
令
体
業
。
於
春
和

門
啓
問
、
皇
太
子
従
之
。

同
様
に
父
母
の
年
齢
等
を
詐
っ
て
国
籍
を
乞
う
監
生

が
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
南
薙
志
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
洪
武
二
三
年
一
二
月
か
ら
二
四

年
八
月
に
か
け
て
の
約
九
ヶ
月
間
に
、
年
老
町
父
母
等
の
侍
養
を
理

由
に
国
籍
を
乞
う
た
監
生
は
、
の
べ
一
六
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で

許
可
さ
れ
た
の
は
約
三
分
の
一
の
六
人
で
あ
る
。
残
り
の
一

O
人
は
、

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
父
母
の
年
齢
を
詐
る
等
の
不
正
に
よ
り
、
国

籍
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
南
薙
志
』
の
記
載
が
、
監
生
全
体
的
状
況
を
ど
れ
だ
け
反
映
し

て
い
る
か
疑
問
も
残
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
出
向
同
書
巻
一
事
紀
一

洪
武
二
十
四
年
八
月
庚
午
の
傑
に
あ
る
よ
う
に
、
罰
則
が
定
め
ら
れ

と
あ
る
の
も
、

た
背
景
を
考
、
え
る
に
、
や
は
り
こ
四
年
頃
に
は
不
正
を
犯
し
て
ま
で

も
回
籍
を
願
づ
監
生
が
数
多
く
い
た
と
推
定
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
罰
則
が
頒
下
さ
れ
る
ほ
ど
、
監
生
が
不
正
を
犯
し
て

ま
で
国
籍
を
願
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
科
挙
の

実
施
と
無
関
係
で
は
な
い
。
挙
人
監
生
の
例
に
該
当
す
る
が
、
『
南
薙

志
』
巻
一
事
紀
一
洪
武
二
十
四
年
四
月
丁
卯
の
僚
に
、

品
目
試
下
第
県
人
王
俗
、
蛍
入
院
卒
業
、
乃
具
表
陳
情
。
言
、
本
一
一
脇
建
永

一
一
阻
腕
人
、
有
母
劉
、
年
五
十
四
歳
、
四
時
風
気
病
症
礁
授
、
別
無
以
次

人
丁
。
乞
蹄
侍
義
、
以
侠
後
科
合
試
。

王
備
は
会
試
下
第
挙
人
で
、
因
子
監
に
入
学
し
て
所
定
の

学
業
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
五
四
歳
の
母
は
病
気
が

ち
の
上
に
、
次
丁
(
弟
)
も
い
な
い
の
で
、
帰
郷
し
て
母
を
侍
養
し
、

次
田
町
会
試
を
受
験
し
た
い
、
と
乞
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
回
籍
の

理
由
は
と
も
か
く
と
し
て
、
次
回
の
会
試
に
臨
む
こ
と
を
明
言
し
て

お
り
、
彼
自
身
は
升
堂
法
・
積
分
法
で
は
な
く
、
科
挙
に
よ
る
出
身

の
途
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
は
、
郷
試
を
再
ぴ
受
験
す

る
必
要
の
な
い
挙
人
監
生
の
事
例
で
あ
る
か
ら
、
他
の
歳
貫
生
等
に

は
そ
の
ま
ま
該
当
し
な
い
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
科
挙
合
格

者
の
中
に
数
多
く
の
監
生
受
験
者
が
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
単
に

一
人
の
挙
人
監
生
だ
け
で
な
く
、
監
生
全
体
的
中
に
科
挙
に
よ
る
出

身
の
途
を
選
よ
傾
向
が
生
じ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
国
籍
志
向
の
一
般
化
は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
具
体
的
顕

と
あ
る
。



現
と
言
え
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
洪
武
三

O
年
、
給
暇
で
回
籍
す
る
場
合
の
期
限
が
改
定
さ

れ
た
(
前
述
)
。
管
見
の
限
り
で
は
、
改
定
の
理
由
を
直
接
述
べ
る

記
載
は
見
出
し
得
な
い
が
、
恐
ら
く
、
不
正
を
犯
し
て
ま
で
も
国
籍

し
、
科
挙
に
よ
る
出
身
の
途
を
望
む
監
生
が
、
そ
れ
ま
で
の
復
監
期

限
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
周
年
改

定
の
国
籍
の
期
限
も
、
当
初
か
ら
厳
格
に
守
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
『
南
薙
志
』
巻
一
事
紀
一
洪
武
三
十
年
十
一
月
の
僚
に
は
、

各
十
一
月
、
署
祭
澗
張
顧
宗
一
、
以
謹
限
民
生
竿
従
新
等
二
百
一
十
七
人
、

比
例
議
奏
以
問
、
復
定
四
川
・
雨
既
・
一
一
脇
建
泊
一
年
之
上
、
北
平
・
山

西
・
隙
西
・
湖
成
半
年
之
上
、
所
江
・
山
東
河
南
・
江
西
五
閲
月
之

上
、
直
線
三
間
月
之
上
、
皆
殺
充
吏
。
・
:

31 明初内科挙復活と監生 (iJ~)

0 と 三でがと
監人品開署十、示あ
生いり。祭ーそきり
のた、 酒年のれ、

T。警 護吾割て翌
五二気色合;崩
J T 以皇約。堅
正 Z 置峰三 F寺
を復践に EZn
犯監生も 22にな
し 期 龍、主同い
て限友主年固
ま を諒 可の籍
ゃ守警 ま在監

i 2 百 三霊去
最日平量去三
に 22 人 1智弘籍 、 晶は七

よ長依章一
互生例記入い
回が分一二た
籍二部洪九こ
を二以武名Eと

願
っ
た
り
、
或
は
そ
の
図
籍
の
期
間
を
守
ら
な
い
者
も
い
た
。
八
割

近
い
出
席
率
を
必
要
と
す
る
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
る
出
身
を
選
よ

と
す
れ
ば
、
こ
、
つ
し
た
こ
と
は
当
然
不
利
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼

ら
が
科
挙
に
よ
る
出
身
内
途
を
選
ん
だ
一
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
監
生
は
、
復
活
後
の
科
挙
に
数
多
く
且
つ
上

位
で
合
格
し
て
お
り
、
ま
た
給
暇
に
よ
る
回
籍
を
不
正
に
求
め
た

り
、
或
は
所
定
の
復
監
期
限
を
守
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
監
生
が

科
挙
に
よ
る
出
身
内
途
を
選
ん
だ
反
映
で
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

お
わ
り
に

筆
者
は
、
特
に
明
代
中
期
以
降
、
因
子
監
が
科
挙
制
皮
肉
予
備
段

階
と
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
の
修
学
方
法
(
升
堂
法
・

積
分
法
)
衰
退
の
原
因
解
明
に
よ
っ
て
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
と
想
定

し
、
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。

升
堂
法
・
積
分
法
は
、
宋
代
的
「
三
舎
の
法
」
を
継
承
し
て
い
た
。

し
か
し
、
①
升
堂
法
・
積
分
法
の
課
程
終
了
は
科
挙
受
験
に
特
典
を

受ト

与
え
な
い
、
②
盤
生
任
用
の
紋
に
固
定
性
が
な
い
、
③
会
試
下
第
挙

人
的
入
監
が
不
徹
底
、
と
い
う
三
点
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
継

承
は
形
式
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
因
子
監
を
科
挙
か
ら
独
立
し

た
養
士

1
取
士
機
関
に
す
る
と
い
う
確
固
と
し
た
目
的
を
持
っ
て
、

升
堂
法
・
積
分
法
が
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
升
堂
法
・
積
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分
法
に
よ
る
出
身
よ
り
も
、
科
挙
に
よ
る
出
身
内
ほ
う
が
優
遇
さ
れ

q
u
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
監
生
は
、
長
期
在
学
が
不
要
で
、
上

受ト

位
合
格
者
(
第
一
甲
)
に
は
特
定
内
候
へ
の
任
用
が
保
証
さ
れ
て
い

る
科
挙
に
よ
る
出
身
を
選
択
し
た
。
そ
し
て
そ
の
動
向
は
、
科
挙
合

格
者
数
的
多
き
や
国
籍
を
願
う
形
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

甚
だ
粗
雑
で
あ
る
が
、
以
上
が
本
稿
で
達
し
た
結
論
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
結
論
か
ら
、
明
代
的
国
子
監
が
科
挙
の
予
備
段
階
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
升
堂
法
・
積
分
法
が
、
因
子
監

を
科
挙
か
ら
独
立
し
た
養
士

1
取
士
機
関
と
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ

な
か
っ
た
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
検
討
を
加
え
た
升
堂

法
・
積
分
法
の
衰
退
の
原
因
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
氏
は
歴
事
出
身
法

の
開
始
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
出
身
法
と
し
て

確
立
し
た
時
期
を
合
的
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

ほ
か
に
も
残
さ
れ
た
問
題
は
多
い
。
例
え
ば
、
監
生
及
び
教
官
同
資

質
、
国
家
財
政
の
状
態
、
等
々
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
太
祖
が
取
士

を
科
挙
一
本
に
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
肝
要
と
な
ろ
う
。

陸

(
論
文
集
円
形
で
単
行
本
に
収
録
さ
れ
た
論
文
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
原
誠

年
の
み
記
し
て
原
載
雑
誌
名
等
は
省
略
し
た
J

(
1
}
宮
崎
市
定
「
中
園
官
吏
登
用
法
」
(
一
九
五
五
年
原
滅
。
『
ア
ジ
ア
史
研

究
』
第
四
所
収
・
東
洋
史
研
究
会
)

(
2
)
筆
者
向

J
T曾
司
法
」
に
つ
い
て
町
理
解
は
、
主
に
宮
崎
市
定
氏
の
論

文
「
宋
代
的
太
朗
常
生
生
活
」
(
一
九
三
一
年
原
載
。
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第

一
所
収
・
東
洋
史
研
究
会
)
と
荒
木
敏
一
氏
町
著
書
『
宋
代
科
場
制
度
研

究
』
(
一
九
六
九
年
東
洋
史
研
究
会
)
に
よ
っ
て
い
る
。
以
下
、
特
に
断

ら
な
い
。
な
お
周
知
の
よ
う
に
、
「
三
舎
の
法
」
は
地
方
向
学
校
に
於
て
も

試
み
ら
れ
た
が
、
基
本
町
型
は
太
学
で
の
実
施
に
あ
っ
た
。

(
3
)
宮
崎
投
(
2
}
論
文
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
、
形
式
的
な
継
承
で

あ
り
、
科
挙
と
の
関
係
で
は
相
違
が
見
り
れ
る
。

(
4
)
従
来
的
因
子
院
及
び
監
生
に
つ
い
て
円
研
究
は
、
学
校
教
育
と
仕
官
と

の
二
つ
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
.
学
校
教
育
の
側
而
か
め
検
討
し

た
論
文
に
は
、
子
登
「
明
代
園
子
位
察
側
度

74」
(
一
九
三
六
年
原
紙
。

『
明
代
政
治
』
所
収
学
生
害
局
印
行
)
、
呉
恰
「
明
初
的
皐
校
」
(
一
九

四
八
年
原
載
。
『
舗
史
別
記
』
所
収
・
生
活
読
書
新
知
三
聯
書
底
)
、
多
賀

秋
五
郎
「
近
世
中
園
に
お
け
る
教
育
構
造
的
成
立
と
明
太
胞
の
文
教
政
策
」

(
一
九
六
六
年
『
近
世
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
・
文
理
書
院
)
、
同
「
明

太
{
一
市
町
皐
校
教
育
政
策
」
(
一
九
七
O
年
『
近
世
束
ア
y

ア
教
育
史
研

究
』
串
術
書
出
版
骨
)
、
曽
我
部
静
雄
「
明
の
閥
節
生
貝
と
納
栗
監
生
」

(
前
掲
『
近
世
束
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
)
、
五
十
嵐
正
一
『
中
国
近
世
秋

育
史
の
研
究
』
(
一
九
七
九
年
図
書
刊
行
会
}
な
ど
が
あ
り
、
因
子
監
の

編
制
・
監
生
同
種
類
と
入
監
方
法
・
修
学
方
法
な
ど
の
内
容
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仕
宮
町
側
面
か
ら
検
討
し
た
論
文
に
は
、
谷
光
隆

「
明
代
監
生
町
研
究
」
{
一
九
六
四
年
史
学
雑
誌
七
三

l
四
・
六
)
が
あ

り
、
出
身
方
法
的
変
化
・
披
歴
制
度
・
明
中
期
以
降
円
坐
堂
監
生
(
実
際

に
因
子
監
に
在
学
し
て
い
る
監
生
)
円
減
少
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
監
生
に
つ
い
て
、
政
治
や
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
・
思
想
等
内

面
か
ら
論
述
し
た
も
の
に
、
林
間
月
『
明
代
的
因
子
監
生
』
(
一
九
七
八



明初の科挙復活と監生 (iJlt)

年
・
私
立
東
呉
大
事
中
園
事
術
著
作
奨
助
委
員
骨
)
が
あ
り
、
示
唆
を
受

け
る
と
こ
ろ
少
な
〈
な
か
っ
た
。

(
5
)
五
十
嵐
註
(
4
)
著
書
第
三
編
第
四
章
「
明
代
監
生
の
履
修
制
度
」

(
一
九
五
八
年
原
載
)
。
な
お
同
番
は
、
五
十
嵐
氏
の
生
前
の
研
究
論
文
を

ま
と
め
た
も
の
で
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
名
が
原
載
と
異
な
る
も
の
も

あ
る
。
た
だ
本
稿
で
の
引
用
は
、
煩
を
避
け
る
た
め
に
同
書
に
よ
っ
た
.

ま
た
、
因
子
監
で
の
出
身
法
は
、
升
堂
法
・
積
分
法
(
積
分
出
身
法
)
か

ら
歴
事
出
身
法
へ
と
変
化
し
た
。
笹
註
(
4
)
論
文
に
よ
れ
ば
、
後
者
向
出

身
法
が
一
般
的
に
な
っ
た
の
は
、
町
一
北
楽
末
年
だ
と
い
う
。
後
者
向
出
身
法

は
、
単
に
、
所
定
期
間
町
歴
事
(
諸
街
門
で
事
務
等
町
実
務
を
担
当
す
る

こ
と
)
に
よ
り
出
身
が
与
え
ら
れ
る
法
で
あ
り
、
そ
の
評
価
に
国
子
監
で

の
習
業
を
必
要
と
し
な
い
。
そ
札
故
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
か
ら
歴
事
出

身
法
に
変
化
す
る
こ
と
は
、
因
子
監
が
養
士

l
取
士
機
関
と
し
て
の
機
能

を
充
分
に
来
た
さ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
升
堂

法
・
積
分
法
的
衰
退
内
原
因
を
検
討
す
る
理
由
は
、
こ
こ
に
も
あ
る
.
但

し
、
歴
事
出
身
法
が
確
立
し
た
時
期
は
、
明
白
に
比
定
し
得
な
い
の
で
、
同

出
身
法
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

(
6
)
例
え
ば
、
孫
承
滞
『
春
明
夢
除
録
』
巻
五
四
、
因
子
監
「
世
話
描
」
に
、

積
分
之
法
、
始
於
宋
、
備
於
元
。
按
-Z
延
枯
初
、
膏
履
謙
在
園
事
、
行

積
分
之
法
、
・
・
此
印
宋
人
積
分
之
法
、
而
節
目
梢
有
不
問
、
至
明
一

依
其
制
。

と
あ
る
よ
う
に
、
「
積
分
之
法
」
即
ち
「
三
舎
の
法
」
は
元
代
的
因
子
学
に

継
承
・
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
明
代
の
因
子
監
で
升
堂
法
・
積
分
法
と
し
て

制
定
さ
れ
た
。
故
に
、
升
堂
法
・
積
分
法
を
検
討
す
る
に
は
、
元
代
・
国

子
学
的
修
学
方
法
に
も
論
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
升
堂

法
・
積
分
法
の
原
型
は
「
三
A

宮
司
法
」
で
あ
る
こ
と
、
及
び
元
は
異
民
族

国
家
で
、
一
時
期
し
か
科
挙
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
科
事
と
の
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関
係
を
考
え
る
上
で
参
考
と
し
難
い
こ
と
、
町
二
つ
の
理
由
か
ら
、
本
稿

で
は
、
「
三
宮
内
法
」
と
比
較
し
な
が
ら
升
堂
法
・
積
分
法
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
る
。
{
元
代
因
子
学
的
修
学
方
法
に
つ
い
て
は
、
『
元
史
』
巻
八

一
・
選
悲
志
を
参
照
。
)

(
7
)
本
稿
・
第
一
節
。

(
8
)
京
師
の
国
子
監
は
、
明
円
建
国
よ
り
三
年
前
(
龍
凪
一

O
年
、
至
正

二
五
年
、
西
暦
一
三
六
五
年
)
に
設
立
さ
れ
、
中
都
町
因
子
監
は
洪
武
三

年
{
一
三
七

O
)
に
設
立
さ
れ
た
(
厳
密
に
言
え
ば
、
設
立
当
初
町
名
称

は
ど
ち
ら
も
因
子
学
で
、
洪
武
一
五
年
に
改
め
ら
れ
た
)
。
こ
の
う
ち
、
中

都
町
国
子
監
は
洪
武
二
六
年
(
一
三
九
三
)
に
京
師
町
因
子
監
に
編
入
さ

れ
、
ま
た
成
繍
優
秀
な
生
貝
は
優
先
的
に
京
師
町
因
子
監
に
入
学
さ
せ
る

な
ど
、
文
教
政
策
町
中
心
は
京
師
の
因
子
監
に
あ
っ
た
。
(
『
南
羅
志
』
巻

一
・
事
紀
一
。
『
太
租
寅
鍬
』
巻
一
五
八
・
洪
武
十
六
年
十
二
月
己
卯
的

保
。
同
書
・
巻
一
七
七
・
同
十
九
年
三
月
壬
午
の
憐
J

(
9
)
周
知
の
よ
う
に
、
本
稿
で
用
い
た
司
南
薙
志
』
は
、
黄
佐
(
弘
治
三
年
|

嘉
晴
四
五
年
、
一
四
九

O
ー
一
五
六
六
)
撰
嘉
靖
二
三
年
刊
の
南
京
国

子
監
に
つ
い
て
記
述
し
た
書
で
あ
る
。
『
明
史
』
巻
二
八
七
に
賞
佐
の
伝
あ

(
叩
)
『
太
租
寅
銭
』
巻
一

O
七
・
洪
武
九
年
七
月
町
様
。

(
日
)
山
根
幸
夫
「
明
帝
国
円
形
成
と
そ
町
発
展
」
(
一
九
六
一
年
『
世
界
内

歴
史
』
一
一
・
筑
摩
書
房
}
、
同
「
『
元
末
町
反
乱
』
と
明
朝
支
配
的
確

立
」
(
一
九
七
一
年
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
一
一
一
)
。
そ
の
他
多
数
。

(
ロ
)
多
賀
鮭
(
4
)
論
文
の
「
近
世
中
国
に
お
け
る
教
育
構
造
的
成
立
と
明
太

組
内
文
教
政
策
」
。

(
日
}
前
註
(
ロ
)
町
論
文
町
中
で
、
多
賀
氏
は
洪
武
年
聞
の
文
教
政
策
を
年
表

に
聾
理
し
て
い
る
。

(
H
)
五
十
嵐
詑
(
5
)
論
文
。
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(
日
)
本
文
で
引
用
し
た
『
南
海
志
』
の
ほ
か
、
『
寓
暦
骨
典
』
巻
一
一
一
一

0
・園

子
監
、
監
規
の
傑
に
も
、
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
谷
註
(
4
)
論
文
・
五

十
嵐
註
(
5
)
論
文
参
照
.

(
日
)
因
子
監
は
、
七
堂
(
郵
倫
堂
と
本
文
に
記
し
た
六
堂
)
と
五
庁
(
縄
恕

庁
・
博
士
庁
典
簿
庁
・
典
籍
庁
・
掌
傑
庁
)
と
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、

七
堂
に
つ
い
て
、
『
皇
明
文
衡
』
巻
六
三
、
宋
訊
「
大
明
勅
建
太
宰
碑
(
洪

武
一
五
年
撰
)
」
に

・
:
凡
堂
有
七
、
務
倫
所
以
合
講
、
率
性
・
修
道
・
誠
心
・
正
義
・
崇

志
・
成
業
、
則
諸
生
時
掛
業
所
也
.
.
 

と
あ
る
。
七
堂
円
規
模
に
つ
い
て
は
、
『
南
端
惜
志
』
巻
七
規
制
考
に
記
載

が
あ
る
.
谷
姓

(
4
)
論
文
を
参
照
。

(
げ
)
『
南
薙
志
』
巻
九
・
説
訓
帯
、
附
牢
規
本
末
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。
五
十

嵐
註

(
5
)
論
文
。

(
国
}
因
み
に
、
こ
の
升
堂
法
・
積
分
法
に
よ
り
任
官
さ
れ
た
一
例
を
示
せ

ば
、
司
南
疲
志
』
巻
一
・
事
紀
一
・
洪
武
十
七
年
の
僚
に
、

是
年
、
因
子
生
升
歪
車
性
堂
者
、
入
試
文
淵
問
、
拠
楊
文
忠
為
首
、
除

氷
一
一
幅
脈
塁
。

と
あ
る
。
こ
の
年
「
積
分
」
で
首
席
だ
っ
た
楊
文
忠
に
は
、
県
丞
(
正
八

品
)
の
快
が
与
え
ら
札
た
。
な
お
、
試
職
と
実
授
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

司
太
租
寅
鍬
』
巻
二

O
三
・
洪
武
二
十
三
年
七
月
丁
未
の
僚
に
、

定
内
外
文
資
官
試
職
借
除
寅
授
等
第
。
凡
監
生
井
才
幹
出
身
、
初
任
京

官
、
倶
試
職
一
年
考
、
橋
職
引
奏
寅
授
.
監
生
出
身
、
初
任
外
職
、
試

職
三
年
考
、
橋
職
・
平
常
者
、
具
奏
寅
授
。
伯
釣
品
調
除
。
.

と
あ
る
。
こ
何
年
内
定
制
で
は
、
監
生
で
任
官
さ
れ
る
場
合
、
ま
ず
試
職

を
与
え
ら
れ
、
所
定
的
期
間
(
京
官
は
一
年
、
外
官
は
三
年
}
町
後
に
考

L
、
「
格
職
」
(
外
宮
は
「
平
常
」
も
)
で
あ
れ
ば
実
授
を
与
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
(
進
士
等
が
任
官
さ
れ
る
場
合
町
試
職
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
管
見
町
限
り
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
J

(
国
)
本
文
に
引
用
し
た
記
載
か
ら
は
、
上
奏
の
年
次
は
不
明
だ
が
、
『
明
史
』

巻
一
三
九
葉
伯
巨
仰
に
よ
り
、
洪
武
九
年
に
比
定
で
き
る
。

(
初
)
五
十
嵐
詰
(
5
)
論
文
。

(
幻
)
五
十
嵐
詑
(
5
)
論
文
。
な
お
氏
町
説
に
対
し
て
、
監
生
任
用
町
欠
陥
よ

り
も
、
直
接
的
に
は
鵬
挙
町
欠
陥
を
太
祖
が
考
慮
し
た
結
果
、
科
挙
を
復

活
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
す
な
わ
ち
太
祖
は
、
所

開
「
胡
惟
怖
の
獄
」
(
洪
武
一
三
年
)
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
快
を
補
充
す
る

た
め
に
璃
挙
を
奨
励
し
、
実
際
に
任
用
し
た
人
数
も
、
例
え
ば
洪
武
二
ニ

年
一
二
月
に
は
八
六

O
余
人
的
多
き
に
及
ん
だ
(
『
太
租
寅
鍬
』
巻
一
三

四
・
同
年
同
月
の
傑
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
監
生
町
任
用
は
僅
か
で
あ
っ
た

(
補
説
的
表
を
参
照
)
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
郎
事
に
よ
る
任
用
は
太
祖
師
意

を
満
た
さ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
彼
自
身
岡
崎
々
不
満
を
述
べ
る
に
至
っ
た
円

で
あ
る
(
同
書
・
巻
二
ニ
四
・
洪
武
十
三
年
十
月
町
戊
午
朔
・
辛
酉
町
各

憾
。
同
容
・
巻
一
四
一
・
同
十
五
年
正
月
庚
成
同
僚
)
。
ニ
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
見
て
、
科
事
復
活
向
直
接
的
理
由
は
鵬
事
的
実
情
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
検
討
を
加
え

た
L

(
勾
)
本
稿
第
一
節
。

(
幻
)
本
文
に
引
用
し
た
記
載
の
う
ち
の
「
園
子
事
生
及
府
州
牒
畢
生
貝
之
皐

成
者
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
闘
子
準
生
」
と
「
府
州
腺
畢
生
員
之
事
成

者
」
と
分
け
て
読
む
。
そ
の
理
由
は
、
『
南
疑
志
』
内
科
挙
受
験
資
格
に
関

す
る
記
載
と
し
て
、

・
祭
酒
司
業
捧
園
子
生
之
性
資
敦
厚
・
文
行
可
栴
者
、
忠
之
。
(
巻
一
・

事
紀
一
・
洪
武
十
七
年
三
月
戊
成
朔
的
保
)

と
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
性
資
敦
厚
・
文
行
可
椛
」
町
具
体
的
な
基
準

に
つ
い
て
は
、
『
寓
暦
脅
典
』
等
を
調
べ
て
も
不
詳
な
こ
と
、
及
び
生
貝
が
科
挙



を
受
験
で
き
る
の
に
、
選
抜
さ
れ
て
監
生
と
な
っ
た
た
め
に
そ
の
受
験
資

格
が
な
く
な
る
と
し
た
ら
、
奇
妙
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

1
ー
と
い
う

こ
点
で
あ
る
。

(
M
)
こ
の
場
合
、
受
験
し
た
民
生
と
し
て
は
、
主
に
府
州
県
学
よ
り
選
抜

'
入
藍
し
た
者
(
歳
貫
生
)
を
考
え
れ
ば
よ
く
、
全
試
下
第
挙
人
は
考
え
な

く
て
よ
い
。

(
お
)
元
東
明
初
町
人
(
至
正
一
七
年
建
文
四
年
、
一
三
五
七

l
一
四
O
-
一)e

司
明
史
』
巻
一
四
一
に
伝
が
あ
る
。

(
お
)
五
十
嵐
註
(
5
)
論
文
。

(
幻
)
前
註
(
4
1

(
却
)
種
々
の
依
に
監
生
が
任
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
南
務
志
』
巻
一
五
儲
養

考
、
儲
養
生
徒
之
定
制
に
、

・
歳
貢
在
園
初
、
硯
科
患
尤
量
、
(
中
時
)
或
選
凡
週
一
経
者
、
倶
許
入

底
、
用
積
分
法
、
剖
至
率
性
堂
、
高
皇
帝
而
試
之
、
多
拠
務
内
抽
方
面
及

部
廊
・
科
道
等
官
、
亦
有
除
府
州
腕
正
武
者
、
惟
有
罪
、
乃
除
首
領

{
目
。
:

渡
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
ま
た
(
補
註
)
も
害
照
。

{
(
鈎
)
楊
文
忠
が
県
丞
の
依
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
註
(
日
)
を

佐

参

問

。

と
{
初
)
越
興
『
践
蝕
叢
考
』
巻
二
入
、
患
人
。
ま
た
、
和
田
正
広
「
明
代
挙
人

時
層
的
形
成
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」
(
一
九
七
八
年
史
学
識
誌
八
七
l--
一)

新

町

註

(
2
)
参
照
.

哨
(
む
)
五
十
嵐
註
(
5
)
論
文
。

祢
(
位
)
本
稿
第
三
時

明
(
お
)
『
太
胞
質
鍬
』
巻
一
七
二
・
洪
武
十
八
年
三
月
壬
成
の
僚
、
ほ
か
。

5

(
叫
)
『
南
擁
志
』
巻
一
五
、
儲
養
考
「
儲
養
生
徒
之
名
数
」
に
は
在
籍
し
て

3

い
る
監
生
町
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
洪
武
年
間
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た洪
武
一
五
年
五
七
七
人

一
六
年
七
六
六
人

一

七

年

九

八

O
人

二

三

年

九

六

九

人

二
四
年
一
五
三
二
人

二
六
年
一
三

O
九
人

二
七
年
一
五
二

O
人

三
O
年
一
八
二
九
人

(
お
)
給
暇
(
給
恨
)
と
は
、
所
定
的
例
に
照
し
て
休
暇
を
給
わ
る
こ
と
だ
が
、

そ
れ
に
は
省
親
(
父
母
円
安
否
を
尋
ね
る
こ
と
)
・
丁
憂
(
父
母
の
喪
に
遭

う
こ
と
)
・
畢
姻
(
婚
礼
)
・
搬
取
(
父
母
を
故
郷
に
送
る
こ
と
か
)
・
送
幼

子
{
幼
子
を
家
に
送
る
こ
と
)
等
の
場
合
が
あ
っ
た
。

(
お
)
『
太
組
寅
銚
』
巻
一
五
六
・
洪
武
十
六
年
九
月
辛
丑
的
保
。
『
苅
暦
骨

典
』
巻
二
ニ

O
、
因
子
監
、
給
恨
の
保
。

(
幻
)
『
寓
暦
合
典
』
巻
一
一
-
一

O
、
因
子
監
、
給
般
の
僚
に
も
、
同
様
の
こ
と

を
記
す
。

(
犯
)
こ
れ
は
宮
内
規
定
に
準
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
洪
武
元
年
(
一
三
六
八
)

に
頒
布
さ
れ
た
『
大
明
令
』
穂
令
、
侍
親
に

凡
官
員
同
祖
父
母
、
年
及
七
十
、
来
無
以
次
人
丁
、
自
願
離
職
侍
養
者
、

聴
。
親
特
服
湖
、
方
許
求
叙
。

と
あ
る
。

(
ぬ
)
註
(
幻
)
替
で
は
、
二
一
年
内
こ
と
と
し
て
い
る
。

(
刊
)
『
南
薙
志
』
巻
一
・
事
紀
一
洪
武
三
十
年
七
月
壬
申
町
傑
、
及
び
註

(
幻
)
円
書
。

(
叫
)
五
十
嵐
註
(
5
)
論
文
。
ま
た
本
稿
・
第
二
節
。

(
位
)
前
註
(
担
)
。



36 

(
補
註
)
洪
武
年
間
に
任
官
さ
れ
た
監
生
に
つ
い
て
の
記
載
を
、
『
太
阻
寅
録
』

及
び
『
南
薙
志
』
か
ら
拾
っ
て
整
理
す
る
と
、
左
表
の
よ
う
に
な
る
。

一一一一一一11 一ーーー
九九七四三 O 。九八 六五 年。。

月
二七三 五四 入 O九 正 ニームハ 四

。。 人

余O一四一一二四?
数

? 二? ， -ー ， 

主四品 都察院 按察事司工警圭事主七品州徒知1i六品 (丞県 承勅郎 H知議5tEE ? (正九 県丞 巧考監丞行省参政察御監史
守ム中事(主監察御史 ニ守ム」一行左省 任
四( 号五品 官

)右 ) 以下正( 品♀大 品従正 )晶、〈 。3
)市M 中ハ な)品怯

快余 ( 品円八宅 )品(童(
な)品)品(正ど知府宮常右書政都正正 )官品 )従六 正七六、)品、ー ど、、七司 品

御五品 知県 ) 主簿)品邑品 御史事給品 (余(秩史)品) ) 従事従

』南『 巻ー 』南『 南『巻ー南『巷一巻一巻一 南 』南~~南『」事例身出皐太五五巻』献通王肝』南『 南 典
八 七---

七 八四五 事太「 血志「巻 繍文『 拠

- 11 11 -11 
八 "一 五回。 ーノ、

H 一七 四 11 0 :七五

五。 占，、 一ー

二四四 四
余0ー四 ， -

以主丈流ト 諭訓者、教(授従九 刑(部郎中 (正)五品 通政使左司 受按察食司刑(部主事(正)四品 布政使左司 など 布使(左政(3諭2(察御監史 事宣戸部主使( 観察' 

)州円。間ロE五品 ~i〒に正六 ・ 正=~米入流正七一ハ~ 
な吏呂)、 議右事且有品 査議膏 ー品な品 EロE 
ど教) 邑~ - ~ど)、

巻二』南『 岩警 巻 巷ニ南『 南『 巻二
五 11 -九-九= 。λ 占，、 λ 。

(
典
拠
は
、
『
南
』
と
記
し
た
も
の
が
『
南
車
志
』
巷
一
・
事
紀
一
、
岩
散
を
記
し

た
も
の
が

2
A租
貫
録
h

両
方
の
史
料
に
見
句
れ
る
と
き
は
、
桂
者
に
よ
っ

f
J

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
一
九
八
二
年
一
一
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
霊
知
教
育
大
学
歴
史
学

会
大
会
で
の
口
頭
発
表
に
加
筆
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
.
会
場
で
貴
重
な
御
教

示
を
頂
い
た
諸
先
生
方
に
、
末
尾
な
が
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。

こ
九
凡
三
年
三
月
四
日
稿
了
)




